
法人会キャラクターけんたくん法人会キャラクターけんたくん

20152015

平成27年11月1日発行　第510号

1111

国見町役場庁舎（写真提供：国見町役場）国見町役場庁舎（写真提供：国見町役場）

http://f-hojin.or.jp福島法人会 検 索

ホームページもご覧下さい公益社団法人公益社団法人

国見町の花【もも】
　町の代表的な生産物。４月下旬、
阿津賀志山からの眼下に広がる花
の景観が美しいです。

国見町の木【あかまつ】
　町で古くから栽植されている。
義経伝説で知られる「義経の腰か
け松」があかまつです。

国見町の鳥【うぐいす】
　町に生息し、３月中旬から８月
上旬にかけて「ホーホケキョ、ケ
キョケキョ」と美声をさえずる小
鳥です。

（昭和55年3月制定）

私
の
ポ
ケ
ッ
ト

　
本
年
は
、
い
つ
に
な
く
自
然
災
害
の
多

い
年
で
す
。
日
本
人
は
、
お
お
よ
そ
災
害

等
が
起
こ
っ
て
か
ら
、原
因
は
何
だ
と
か
、

担
当
行
政
は
し
っ
か
り
動
い
た
か
と
か
を

検
証
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、世
界
各
国
が
経
済
政
策
を
最
優
先
し
、

そ
の
結
果
、
温
暖
化
に
よ
る
地
球
環
境
の

変
化
が
災
害
多
発
の
原
因
の
一
つ
に
相
違

な
い
の
で
す
が
、
ど
の
国
も
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
声
は
小
さ
い
の
で
す
。

　
い
つ
の
世
も
ど
の
よ
う
な
組
織
に
も

「
リ
ー
ダ
ー
」
と
言
わ
れ
る
人
が
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
、民
を
「
安
心
さ
せ
る
こ
と
」

が
最
大
の
役
目
で
す
。
何
を
安
心
さ
せ
る

の
か
と
い
う
と
「
生
活
の
営
み
」
で
す
。

人
が
仕
事
を
し
、
子
育
て
が
で
き
、
生
き

て
い
け
る
　
そ
ん
な
簡
単
な
安
心
の
こ
と

な
の
で
す
が
、
現
実
は
な
か
な
か
難
し
い

よ
う
で
す
。

　
現い

代ま

も
昔
も
そ
う
変
わ
り
は
な
い
の
だ

が
、
い
ま
問
題
な
の
は
、「
下
流
老
人
」

と
言
わ
れ
る
年
金
だ
け
で
は
生
活
の
営
み

が
出
来
な
い
多
く
の
高
齢
者
の
出
現
で
国

民
が
安
心
し
て
生
活
の
営
み
が
出
来
な
い

こ
と
で
あ
る
。
何
か
が
欠
如
し
て
し
ま
っ

た
結
果
だ
と
思
う
。
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
真

に
国
民
を
思
う
政
治
家
と
官
僚
、
ま
た
、

自
利
だ
け
を
求
め
な
い
国
の
た
め
に
働
く

企
業
家
で
あ
り
、
人
々
の
生
活
の
営
み
に

安
心
を
与
え
て
い
く
人
で
あ
る
。

（
岩
見
記
）



《
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
》

　
今
回
は
、
法
人
税
、
消
費
税
、
源
泉
所
得

税
関
係
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

第
3
回
で
す
。

４
．
研
究
開
発
税
制
（
総
額
型
）
の
見
直

し
（
平
成
27
年
4
月
1
日
以
後
開
始
事

業
年
度
）

　
試
験
研
究
を
行
っ
た
場
合
の
法
人
税
額
の

特
別
控
除
に
つ
い
て
、
一
般
試
験
研
究
費
に

係
る
控
除
税
額
の
上
限
を
当
期
の
法
人
税
額

の
30
％
（
原
則
20
％
）
に
引
き
上
げ
る
措
置

が
適
用
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、

当
期
の
法
人
税
額
の
25
％
と
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
特
別
試
験
研
究
費
に
係
る
控
除
限
度

額
（
当
期
の
法
人
税
額
の
5
％
）
を
加
え
た

と
こ
ろ
の
控
除
税
額
の
上
限
の
総
枠
は
、
当

期
の
法
人
税
額
の
30
％
と
さ
れ
ま
す
。

５
．
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
見
直
し
（
①

中
小
企
業
者
等
は
平
成
28
年
4
月
1
日

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
、
②
中
小

企
業
者
等
以
外
の
法
人
は
平
成
28
年
4

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
開
始
す
る
事
業
年
度
）

　
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
が
、
国
内

雇
用
者
に
対
し
て
給
与
等
を
支
給
す
る
際
、

雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の
増
加
割
合
（
雇
用

者
給
与
等
支
給
増
加
割
合
）
が
一
定
以
上
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
雇
用
者
給

与
等
支
給
額
の
増
加
額
の
10
％
を
法
人
税
額

（
法
人
税
額
の
10
％
を
限
度
。
中
小
企
業
者

等
は
20
％
を
限
度
）
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
雇
用
者
給

与
等
支
給
増
加
割
合
の
要
件
に
つ
い
て
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
東
京
圏
か
ら
の
地
方
移
転
や
地
方
で
の
拡

充
へ
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
本
社
機

能
を
地
方
移
転
し
た
場
合
な
ど
に
投
資
減
税

や
雇
用
促
進
税
制
の
特
例
を
適
用
で
き
る
地

方
拠
点
強
化
税
制
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
再
生
法
の
改
正
で
は
、
①
都
道
府

県
・
市
町
村
が
、
一
定
の
区
域
に
お
い
て
企

業
の
拠
点
強
化
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を

作
成
し
、
国
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
、
②
法

人
は
、
そ
の
区
域
で
の
本
社
機
能
等
の
強
化

雇用者給与等支給増加割合の要件の見直し

改正前

改正後

平成28年４月
１日以後開始
する適用年度

平成29年４月
１日以後開始
する適用年度

①中小企業者等 ５％増 ３％増 ３％増

②中小企業者等
以外の法人 ５％増 ４％増 ５％増

（改正なし）

に
つ
い
て
、
必
要
な
投
資
や
雇
用
増
の
見
込

み
等
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
を
作
成
し
、
都
道

府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
な
ど
が
規

定
さ
れ
、
こ
の
認
定
を
受
け
た
法
人
に
対
し

て
、
一
定
の
建
物
等
に
係
る
投
資
減
税
や
雇

用
促
進
税
制
の
特
例
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

６
．
地
方
拠
点
強
化
税
制
の
創
設

　
地
域
再
生
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
社
機
能

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る

県
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て
》

　
避
難
解
除
区
域
等
（
※
１
）
内
で
、
知

事
の
確
認
（
※
２
）
を
受
け
た
既
存
の
事

業
者
が
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
施
設
又
は

設
備
の
新
増
設
を
行
い
事
業
の
用
に
供
し

た
場
合
に
は
、
国
税
（
法
人
税
又
は
所
得

税
）
の
特
例
の
ほ
か
に
、
県
税
（
法
人
事

業
税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
）

の
課
税
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
企
業
立
地
促
進
区
域
（
※
３
）
内
で
、

知
事
の
認
定
（
※
４
）
を
受
け
た
新
規
事

業
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
す
。

◇
課
税
免
除
の
申
請
期
限

〈
法
人
事
業
税
〉
確
定
申
告
期
限
ま
で

〈
個
人
事
業
税
〉
平
成
28
年
３
月
15
日

（
平
成
27
年
内
の
取
得
の
場
合
）

〈
不
動
産
取
得
税
〉
不
動
産
の
取
得
か
ら

60
日
以
内
　

◇
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部

　（
※
１
）
避
難
解
除
区
域
、
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
、
居
住
制
限
区
域

　（
※
２
）
※
１
の
区
域
内
に
事
業
所
が

所
在
し
て
い
た
こ
と
の
確
認
（
旧
緊

急
時
避
難
準
備
区
域
で
事
業
を
再
開

し
た
事
業
者
の
う
ち
平
成
26
年
９
月

29
日
ま
で
に
確
認
を
受
け
た
者
を
含

む
）。

　
　
　
設
備
等
を
取
得
し
た
事
業
年
度
末

（
個
人
事
業
者
は
12
月
末
）
ま
で
に

手
続
が
必
要
で
す
。

　（
※
３
）
※
１
に
同
じ

　（
※
４
）
作
成
し
た
避
難
解
除
等
区
域

復
興
再
生
事
業
実
施
計
画
の
認
定
　

（
県
庁
税
務
課
）
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平
成
26
年
４
月
よ
り
消
費
税
率
が
8
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り

消
費
税
率
が
10
％
と
な
り
、
当
然
納
付
額
が

増
加
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
消
費
税
の
中
間
申
告
制

度
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。消
費
税
で
は
、

直
前
の
課
税
期
間
の
消
費
税
額
が
48
万
円
を

超
え
た
場
合
に
は
中
間
申
告
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
事
業
年
度
の
消
費
税

額
を
前
払
い
し
て
お
く
為
の
も
の
で
、
中
間

申
告
に
納
め
た
納
付
額
は
確
定
申
告
時
に
精

算
さ
れ
ま
す
。

　
中
間
申
告
の
方
法
に
は
、
次
の
二
通
り
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
①
　
仮
決
算
方
式

　
　
　
中
間
申
告
対
象
期
間
を
一
課
税
期
間

と
み
な
し
て
仮
決
算
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
納
付
す
べ
き
消
費
税
額
を
計

算
し
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
仮
決
算
処

理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
手
間

が
掛
り
ま
す
が
、
企
業
の
業
績
は
毎
年

変
わ
る
も
の
で
す
。
前
年
に
比
べ
売
上

が
減
っ
て
い
た
り
し
て
、
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
場
合
は
こ
の
方
式
に
よ
り
納

付
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
　
予
定
申
告
方
式

　
　
　
直
前
の
課
税
期
間
の
確
定
消
費
税
額

を
基
に
中
間
納
付
額
を
計
算
す
る
方
式

で
す
。直
前
の
確
定
消
費
税
額
に
よ
り
、

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　
今
回
新
た
に
、
任
意
の
中
間
申
告
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
中
間
申
告
義
務
の
な
い

48
万
円
以
下
の
法
人
で
も
、
届
出
書
を
納
税

地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
た
場
合
に

は
、
中
間
申
告
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
納
め
る
義
務
が
な
い
も
の
を
自
主

的
に
納
め
て
何
の
得
が
あ
る
の
か
？
と
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
増
税
に
よ
り
納
付

額
が
確
実
に
増
え
る
た
め
、
納
税
者
が
少
し

で
も
納
税
し
や
す
い
環
境
に
し
よ
う
と
い
う

国
の
配
慮
か
ら
作
ら
れ
た
制
度
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　
東
北
税
理
士
会
福
島
支
部
　
齋
藤
信
太
郎

直前の課税期間の
確定消費税額 中間申告回数

4,800万円超 年 11回 

400万円超 年３回 

48万円超 年１回 

48万円以下 任意の中間申告 
（年１回）が可能

当
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
入
会
を
お
考
え
の
方
、
興

味
の
あ
る
方
な
ど
是
非
ご
一
報
下
さ
い
。

公
益
社
団
法
人
福
島
法
人
会
事
務
局
☎
５
３
６

－

１
２
９
１

会
員
募
集
中
！

3

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
消
費
税
の
中
間
申
告
に
つ
い
て
」
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成
和
産
業
と
い
う
会
社
名
が
気
に
な
っ
た
の
で

聞
い
て
み
る
と
、
昭
和
が
終
わ
っ
て
平
成
が
始

ま
っ
た
頃
、
創
業
し
た
の
で
と
い
う
の
で
納
得
し

た
。
仕
事
は
土
地
建
物
の
売
買
と
仲
介
と
管
理
。

つ
ま
り
不
動
産
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
こ
な

し
て
い
る
。
宅
地
造
成
、
太
陽
光
発
電
ま
で
含
ま

れ
る
。

　
古
山
社
長
さ
ん
に
お
会
い
し
た
ら
穏
や
か
な
お

人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
と
思
っ
て
お
話
を
聞
い

て
み
た
ら
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と
ば
か
り
、
波
乱

万
丈
の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
人
だ
っ
た
。

　
古
山
社
長
は
昭
和
十
四
年
樺
太
に
生
ま
れ
た
。

カ
ラ
フ
ト
と
い
え
ば
戦
前
は
日
本
の
領
土
だ
っ
た

と
こ
ろ
で
北
海
道
の
北
に
あ
る
サ
ハ
リ
ン
と
い
う

ロ
シ
ア
領
だ
。
父
は
そ
こ
で
教
師
を
し
て
い
た
と

い
う
。
社
長
の
奥
様
は
台
湾
だ
と
い
う
。
こ
こ
も

昔
は
日
本
の
領
土
。
北
の
端
の
男
性
と
南
の
端
の

女
性
が
結
婚
を
す
る
の
だ
か
ら
縁
と
い
う
も
の
は

不
思
議
な
も
の
だ
。

　
戦
後
、
樺
太
に
は
住
む
こ
と
は
出
来
な
い
の
で

北
海
道
に
移
る
。
そ
れ
か
ら
母
の
実
家
の
あ
る
宮

城
県
白
石
市
に
移
っ
た
。
白
石
高
校
を
卒
業
す
る

と
航
空
自
衛
隊
に
入
り
佐
渡
の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト

に
勤
務
、
す
べ
て
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
の
で
名
古
屋
で
英
語
を
徹
底
し
て
習
う
。

だ
が
、
自
衛
隊
を
四
年
で
辞
め
白
石
に
帰
る
。
そ

こ
か
ら
福
島
市
北
町
に
あ
る
福
島
日
産
自
動
車
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
、
債
権
回
収
の

仕
事
を
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。つ
ま
り
集
金
係
。

こ
れ
が
大
変
な
仕
事
。
車
の
代
金
を
支
払
っ
て
も

ら
う
の
だ
が
、
お
金
の
無
い
人
か
ら
集
金
す
る
の

は
難
儀
だ
。
裁
判
沙
汰
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
裁

判
に
も
っ
て
い
く
ま
で
書
類
の
作
成
な
ど
い
ろ
い

ろ
勉
強
に
な
っ
た
。そ
れ
か
ら
営
業
担
当
と
な
る
。

毎
月
十
台
か
ら
二
十
台
販
売
し
好
成
績
を
あ
げ

た
。

　
福
島
日
産
に
二
十
六
年
間
勤
務
し
て
五
十
歳
で

退
社
し
た
。
将
来
を
考
え
て
十
年
前
に
宅
地
建
物

取
引
士
の
資
格
を
取
っ
て
い
た
。

　
平
成
二
年
、
笹
谷
の
自
宅
で
成
和
産
業
を
創
業

し
た
。
遅
い
独
立
だ
っ
た
が
、
自
衛
隊
、
福
島
日

産
で
の
体
験
が
大
い
に
役
だ
っ
た
。
福
島
市
泉
の

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
の
近
く
に
事
務
所
を
設
け
営

業
を
開
始
し
た
。
現
在
地
に
移
転
し
た
の
は
平
成

十
八
年
で
あ
る
。

「
樺
太
で
生
ま
れ
た
社
長
が
ど
う
し
て
台
湾
出
身

の
女
性
と
結
婚
で
き
た
ん
で
す
か
」

「
彼
女
は
戦
後
日
本
に
引
き
揚
げ
て
き
て
福
島
県

庁
に
勤
務
し
て
い
た
ん
で
す
。
私
が
日
産
に
勤
務

し
て
い
た
こ
ろ
日
産
の
重
役
さ
ん
が
彼
女
と
の
見

合
い
を
段
取
り
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
結

婚
し
ま
し
た
」

「
お
子
さ
ん
は
」

「
息
子
が
一
人
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
成
和
産
業

絵
・
文

　や
や
ま
ひ
ろ
し

（福島市南矢野目字古屋敷51－３）
（ ） -

代表取締役

仙
台
支
店
長
を
し
て
お
り
ま
す
」

「
後
継
者
に
も
恵
ま
れ
て
幸
せ
で
す
ね
」

　
土
地
建
物
の
売
買
は
大
き
な
金
額
が
動
く
。
取

引
が
ま
と
ま
っ
た
と
き
は
売
上
が
ぐ
ん
と
伸
び

る
。
契
約
が
無
い
と
き
は
売
上
が
、
が
た
っ
と
落

ち
る
。
不
安
定
だ
か
ら
ベ
ー
ス
と
な
る
固
定
収
入

が
な
い
と
経
営
と
し
て
は
ま
ず
い
。

　
会
社
で
所
有
し
て
い
る
土
地
建
物
、
マ
ン
シ
ョ

ン
。
ア
パ
ー
ト
、
そ
の
管
理
料
な
ど
の
固
定
収
入

が
安
定
の
要
素
と
な
る
。

「
経
営
の
心
構
え
は
」

「
素
直
と
ま
じ
め
で
す
ね
。
そ
れ
に
信
用
で
す
か
。

大
き
な
金
額
を
動
か
す
仕
事
で
す
か
ら
、
素
直
さ

と
ま
じ
め
さ
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
度

信
用
を
失
っ
た
ら
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
」

　
波
乱
万
丈
の
人
生
を
送
っ
て
き
た
社
長
が
、
ま

じ
め
で
素
直
な
表
情
を
し
て
い
る
の
を
感
心
し
な

か
ら
帰
途
に
つ
い
た
。

【
11
月
の
こ
よ
み
】

　〝
１
１
９
番
の
日
〞

　
　『
出
来
れ
ば
救
急
願
い
ま
す
』

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
分
年
末
調
整
関
係
事
務
の

説
明
会
を
次
の
日
程
等
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

福
島
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門

（
源
泉
所
得
税
担
当
）

☎
（
5
3
4
）
3
1
2
1（
代
表
）内
線
2
4
3

※
自
動
音
声
に
よ
り
御
案
内
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い
、
「
２
」
番
（
当
税

務
署
に
御
用
の
方
）
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

開催月日 受付開始時間 説明時間 会　　場 対象地域

11月16日（月）

９時30分
10時00分～

12時00分　
福島県文化センター

大ホール
福島市
川俣町

13時00分
13時30分～

15時30分　

11月19日（木） 13時00分
13時30分～

15時30分　
伊達市ふるさと会館

MDDホール

伊達市
国見町
桑折町


